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３ . シティプロモーション基本方針の策定の経緯  

シティプロモーションの方向性などを検討するため、次の調査を実施しました。 
 

（１）アンケート調査  

庁内アンケート調査では、職員が感じる本市の魅力や情報発信の課題等を明らかにし、

本市の PR すべき点やシティプロモーションのあり方などを調査しました。 
市民アンケート調査では、市民が感じる本市の魅力や市民のライフスタイル、情報収

集の手段や SNS（注 1）の活用状況などを調査しました。 
市外居住者アンケート調査では、居住地に対する満足度、定住意向やその魅力、本市

の認知度などを調査しました。 
市内外住民アンケート調査では、アンケート調査や市民座談会から導かれた本市のシ

ティブランドの受容性（どの程度共感できるか）などを調査しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケート調査の種類
（）内は有効回答数

対象 実施時期 主な調査項目

庁内アンケート調査
（195件）

白井市職員 平成28年
2月

本市の魅力
住みたいまちの魅力
本市のPRすべき点
情報発信の課題
情報発信のあり方（自由記入）
PR方法等（自由記入）

市民アンケート調査
（1,023件）
※県立白井高校生向けアンケート調査
を含む

15～49歳の市民 平成28年
2～3月

満足度・定住意向
本市の魅力
住みたいまちの魅力
余暇・休日の過ごし方（ライフスタイル）
市の情報を得る方法
SNSの活用状況

市外居住者（注２）アンケート調査
（1,000件）

15～49歳の
市外居住者

平成28年
3月

満足度・定住意向
自分の住んでいるまちの魅力
住みたいまちの魅力
本市の認知度

市民・市外居住者アンケート調査
（市民100件、市外居住者2,000件）

15～49歳の市民
及び市外居住者

平成28年
7月

シティブランドの受容性
情報収集手段

（注１）「SNS（Social Network Service）」は、ネットワークを使って人と人とのつながりを促し、また情報発信のツールとして広く一般に

普及しています。現在、国内外を問わず、また政府・企業・個人・キャラクターなど、多種多様な主体がSNSを活用した情報発信を

行っています。

（注２）アンケート調査における市外居住者は、本市に対する全転入者のうち、転入の多い市区民を対象としています。
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（２）市民座談会  

 アンケートだけでは把握できない市民の声を聴くため、公募による若い世代の市民と

本市の若手職員が、テーマに沿って意見交換する市民座談会を実施しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）先進事例調査  

先進的にシティプロモーションを進めている流山市は、「母になるなら流山市」など

のキャッチフレーズで有名ですが、首都圏に近い立地で、主に住宅地であることなど、

本市と共通する部分が多くあります。 
そこで、流山市を訪れ、シティプロモーションの取り組み事例や課題、方向性などを

ヒアリングしました。 
 
（４）関係課ヒアリング調査  

 シティプロモーションの推進に関係性が深い５課に対して、課の現在の活動やシティ

プロモーションに関連する意見、課題認識などをヒアリングしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

市⺠座談会の様⼦

開催数 実施時期 主なテーマ

第１回 平成28年5月
本市の好きなところ・嫌いなところ
情報収集・情報発信について

第２回 平成28年7月
本市のセールスポイント（＝ブランド）
本市のキャッチフレーズ

第３回 平成28年9月
市がやるべき情報発信
市民にできる情報発信

課 主な内容・視点

秘書広報課 シティプロモーション全般

市民活動支援課 市民との協働

農政課 農業（梨・自然薯等）の発信

商工振興課 買い物の場

子育て支援課 子育て環境・教育
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（４）シティプロモーションの具体的な取り組み例  

 シティプロモーションに必要な視点である「何を」「誰に」「どのように」に加え、今

後、具体的にシティプロモーションを展開するにあたって、どのようなことを想定して

取り組んでいくかを示します。 
 ここでは、①情報発信ツールの作成・活用と、②具体的なシティプロモーション方策

の２つに分け、想定される取り組み例を示していますが、今後の社会・経済動向や流行、

シティプロモーションの効果等を踏まえながら取り組んでいきます。 
  
① 情報発信ツールの作成・活用  

 シティプロモーションの実践には、様々な情報発信ツールが必要です。シティプロモ

ーションに主に用いられる情報発信ツールを作成し、活用していきます。 
 
【取り組み例】 
■PR ポスターの作成 

本市のキャッチフレーズやライフスタイルの提案等を盛り込み、本市で暮らすことの

価値をイメージできるＰＲポスターを作成します。 
活用例：駅・電車・商業施設等への提示 

■PR パンフレットの作成 

本市の生活環境の魅力が伝わるＰＲパンフレットを作成します。 
活用例：イベントでの配布、駅・電車・商業施設や不動産屋への設置 

■シティプロモーション専用ホームページの作成 
本市の生活環境の魅力が伝わるＰＲホームページを作成します。 
活用例：本市のホームページから直接リンク、移住促進サイト等からのリンク 

各種ポスターやパンフレット等の紙媒体との連動 
■PR 動画の作成 
本市の生活環境の魅力が伝わるＰＲ動画を作成します。 
活用例：ホームページ内、イベントや都内等で放映 

■案内看板の作成 
本市にいること、通過していることを認識してもらうため、市のサインなど統一した

基準の案内看板を設置します。 
活用例：国道 16 号、国道 464 号、北総線沿いに設置 

■デジタルサイネージの設置 
白井駅前等に、市の情報を発信するデジタルサイネージ（電子看板）を設置します。

活用例：市外居住者向けの市の案内、イベント情報の発信 
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② 具体的なシティプロモーション方策  

 作成したツールの活用も踏まえ、直接のターゲットを市外居住者、市民、あるいはそ

の両方に分類し、シティプロモーション方策を展開します。 
ここでは、本市がこれまで取り組んでいない例を中心に示していますが、既に取り組

んでいる事業（農産物の PR、白井市ふるさとまつり等）と連携できるものは、連携も

視野に入れています。 
 また、多くの取り組みには、市民・市民団体との協働が不可欠になっています。具体

的な取り組みを市民・市民団体と協働することで、より効果的な取り組みにつなげると

ともに、市民・市民団体の自主的・継続的なシティプロモーション活動が行えるよう支

援し、市全体が一体となってシティプロモーションを推進します。 
 
 
 
【取り組み例】 
■PR イベントの開催 
移住や近居のＰＲイベントや農産物のＰＲイベントなど、市外の人が集まるイベ

ントで、移住相談やＰＲパンフレットの配布、本市の強みである農産物の配布など

来場者の満足度を高める活動を行います。 
■広告出稿（駅なか、電車ラッピング、大型商業施設など） 
人が集まる、人の目に付く場所に、ポスター等を中心とした広告出稿を行い、し

ろいライフブランドの発信と、市の認知度の向上を進めます。 
また、デジタルサイネージの利用が可能である場所については、デジタル広告の

活用も検討します。 
■農産物と連携した PR 

農産物のＰＲを通じて、市の認知度向上を進めます。市民が白井の梨を市外の人

に贈るときに、ＰＲパンフレットを同封し、梨を受け取った人に本市の魅力を伝え

るなど、梨を通じて市外居住者への情報発信を行います。 

■不動産事業者等との連携 
住宅取得ニーズのある人を捉えるため、近隣の不動産事業者等と連携し、広告物

（パンフレット等）の設置等を通じて、本市での住宅取得を促すことができないか

可能性調査を実施します。 
また、不動産事業者が持つ、住宅取得者の情報を把握することで、移住等にかか

る支援施策等への活用も目指します。 
■しろいの魅力再発見ツアー 
市民（特に転入してきた世帯）を対象に、市内の魅力（歴史・風景・穴場スポッ

トなど）を知ってもらうツアーを実施し、本市の魅力の再発見につなげます。 

市外 

市外

市外 

市外

市民

・・・市外居住者向け 市民市外 ・・・市民向け 
■取り組みの直接のターゲット 
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■なし坊サポーターズの支援 
白井を応援したい市民で「なし坊サポーターズ」を結成し、ＳＮＳの活用方法や

写真の取り方、魅力的な文章の書き方等を学びながら、サポーター自らが本市の魅

力を発信することを支援します。 
■しろい案内人 
市内の交通・観光・歴史・名物・お店などの情報に詳しい市民や市民団体が、イ

ベントで訪れた市外の人や本市に住んで間もない市民に対して、まち案内を行うこ

とを支援します。 
■子どもが主役 しろいの魅力発見 
市内の子ども達に、市内の好きなところ（もの）・楽しいところ（もの）を挙げ

てもらい、マップ化することにより、子育てをする親目線だけではなく、子どもに

とっても魅力があることをＰＲするツールとして活用します。 
■フォトコンテストの開催 
本市の魅力が伝わるフォトコンテストを開催し、作品を本市の PR に活用すると

ともに、撮影や作品を通じて、本市の魅力の再発見や愛着の醸成につなげます。 
■SNS によるイベント情報の拡散 
市外からの人が集まるイベントで、市民だけでなく市外の人に、SNS で情報発信

してもらうことにより、情報の拡散につなげます。 
■フィルムコミッション等の誘致 
市内（公園、学校、梨畑等）でのドラマ・ＣＭ・映画撮影等のロケ誘致を行うこ

とにより、本市の認知度向上を目指します。 
■メディア戦略 
テレビや新聞、ラジオなどの各種メディアを活用して、積極的に本市の魅力や情

報を発信し、市内外へ PR します。 
■しろいふるさと大使との協働 
イベント等への参加協力だけでなく、相互の情報発信等により、しろいふるさと

大使と連携を強化・継続し、情報発信力を高めます。 
■駅前広場の活用 
駅前広場を活用して、市民や市外の人の集まるイベント等を開催するとともに、

市民が自由に活動できる空間をつくることにより、駅前の活性化と市民の自己表現

の場づくりを目指します。 
■【その他】シティプロモーション効果測定 
市民にシティプロモーションに対する評価等、市外居住者に対しては市の認知度

等について、アンケート（郵送、ＷＥＢ）調査を実施し、シティプロモーションの

効果測定を行います。 
 

市民 

市民

市民

市外市民

市外市民

市外 市民 

市外市民

市外 市民 

市外市民

市民
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います。 
重視する住環境

船

橋

市

鎌

ヶ
谷

市

松

戸

市

柏

市

00 100 100 10

2.0 58.0 52.0 59

7.0 62.0 55.0 56

9.0 54.0 55.0 61

2.0 39.0 34.0 37

.0 29.0 31.0 50

3.0 38.0 35.0 35

8.0 24.0 28.0 24

6.0 25.0 16.0 31

4.0 21.0 24.0 21

5.0 27.0 21.0 31

7.0 19.0 20.0 29

4.0 22.0 13.0 22

ついて  

て、ＷＥＢア

高さ＝訴求力

」の合計）

近いが自然

ため、災害に

・遊びに便利

多い項目をみ

盤が固く水

は、「歩道が

に困らない」

境①（複数回答

柏

市

印

西

市

市

川

市

千

葉

市

00 100 100 1

9.0 70.0 55.0 55

6.0 74.0 53.0 56

1.0 51.0 63.0 51

7.0 64.0 38.0 41

0.0 56.0 47.0 39

5.0 53.0 33.0 36

4.0 42.0 24.0 25

1.0 52.0 22.0 20

1.0 38.0 21.0 20

1.0 42.0 21.0 34

9.0 45.0 24.0 21

2.0 26.0 18.0 21

居住地

アンケートで

力の強さを調

にみると、

然が多く、利

に強い」がほ

利である」と

みると、居住

水場も少ない

が広く、子ど

といった子

答：３つまで）

千

葉

市

八

千

代

市

我

孫

子

市

佐

倉

市

00 100 100 1

5.0 59.0 59.0 5

6.0 65.0 59.0 6

1.0 51.0 60.0 4

1.0 42.0 40.0 4

9.0 43.0 34.0 3

6.0 41.0 38.0 3

5.0 28.0 27.0 2

0.0 25.0 30.0 4

0.0 30.0 27.0 2

4.0 35.0 33.0 2

1.0 28.0 30.0 3

1.0 23.0 20.0 1

で「住居を決

調査しました

どの属性で

利便性に対し

ほぼ同率とな

となっていま

住地では白井

いため、災害

どもを連れて

子育てに関連

） 

（単位：％

佐

倉

市

成

田

市

野

田

市

習

志

野

市

100 100 100 1

5.0 61.0 59.0 6

8.0 61.0 70.0 5

43.0 51.0 38.0 5

46.0 47.0 42.0 4

7.0 46.0 36.0 4

9.0 40.0 40.0 3

8.0 36.0 36.0 3

45.0 34.0 42.0 2

8.0 31.0 25.0 3

0.0 38.0 22.0 2

1.0 32.0 26.0 2

4.0 46.0 13.0 2

決める

た。 
でも多

して地

なって

ます。 
井市や

害に強

て歩く

連する

％）

習

志

野

市

100

61.0

56.0

54.0

43.0

42.0

38.0

32.0

24.0

32.0

22.0

23.0

20.0



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

件数

都心に

対して地

地盤が

に強い

東京ま

遊びに

歩道が

にも安心

大型商
近接して

公園が
ない

子ども

で支え

里山風

豊か

子育て

も充実

まちの縦

にドライ

ﾆｭｰﾀｳ
桜やケ

成田・羽
張・旅行

※網掛

※「とて

に近いが自然が多

地価の割安感が

が固く水場も少ない

まで1時間で、通勤

に便利

が広く、子どもを連

心

商業施設やレジャー
ている

が多く、親子で遊ぶ

の成長や子育て

ている

風景がまちの中に

て情報の発信が多

縦横を国道が貫き

イブできる

ﾝとして整備され
ケヤキ並木が調和

羽田空港に近く、
行に便利

掛けは全体よりも５

ても重視する」と「や

図表 2

県
外

計

7

多く、利便性に

ある
54

いため、災害
48

勤や買い物・
47

連れて歩くの
34

ー施設が多く
33

ぶ場所に困ら
34

を地域ぐるみ
27

見られ、緑も
2

多く、イベント
24

き、車で気軽
18

た街並みに、
和している

18

国内外の出
19

５ポイント以上多い

やや重視する」の

 住む場所を1 

県
外

計

江

戸

川

区

葛
飾

区

大

700 100 100

4.6 57.0 54.0 4

8.7 47.0 46.0 4

7.7 51.0 53.0 6

4.4 36.0 36.0 3

3.4 31.0 30.0 2

4.4 36.0 32.0 3

7.1 25.0 26.0 2

1.6 23.0 20.0 2

4.1 22.0 24.0 2

8.9 13.0 19.0 2

8.0 21.0 17.0 1

9.4 13.0 18.0 3

い項目

の合計

27 

を決める際に重

大
田

区

世

田

谷

区

足
立

区

100 100 100

46.0 59.0 55.0

45.0 52.0 54.0

60.0 37.0 46.0

30.0 33.0 35.0

22.0 24.0 35.0

30.0 36.0 30.0

21.0 30.0 31.0

24.0 18.0 19.0

21.0 23.0 26.0

23.0 17.0 21.0

14.0 15.0 18.0

35.0 12.0 13.0

居住地

重視する住環境

江
東

区

横
浜

市

男

性

100 100 1116

61.0 50.0 53.4

49.0 48.0 49.9

44.0 43.0 48.2

39.0 32.0 36.0

52.0 40.0 37.7

41.0 36.0 35.0

34.0 23.0 26.0

19.0 28.0 25.8

31.0 22.0 22.9

18.0 21.0 26.3

22.0 19.0 23.8

20.0 25.0 21.5

性

境② 

女

性

10

・

20

歳

代

30
歳

代

984 182 638

62.1 54.4 57.2

65.2 52.8 56.5

54.4 52.2 50.6

44.9 40.6 45.3

40.6 36.8 38.1

40.0 36.3 43.4

32.0 31.3 35.2

30.4 29.6 29.7

28.9 29.1 30.7

24.5 29.7 25.8

26.1 21.9 26.8

21.0 26.9 22.7

性別 年齢

（単位：％

40
歳

代

い

る

い
な

い

8 1280 969 113

2 58.1 60.6 54

5 58.0 59.9 54

6 51.2 50.7 51

3 37.6 55.9 26

1 39.8 41.4 37

4 34.4 53.8 23

2 25.3 45.7 14

7 26.9 30.8 25

7 22.7 40.5 12

8 24.7 27.0 24

8 24.3 28.8 21

7 19.7 21.2 21

齢 子ども

％）

い
な

い

31

4.8

4.6

.5

.8

.1

.1

4.3

.5

.9

4.1

.5

.3



 

 さ

園が

のに

 ま

連の住

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

件数

都心
地価

東京
便利

大型
てい

地盤

里山

公園

ニュ
やケ

歩道

成田
行に

子ど
てい

まち
イブ

子育

※網

らに、子ど

多く、親子

安心（30.5
た、小さい

住環境を求

数

心に近いが自然
価の割安感があ

京まで1時間で
利

型商業施設やレ
いる

盤が固く水場も

山風景がまちの

園が多く、親子

ュータウンとして
ケヤキ並木が調

道が広く、子ど

田・羽田空港に
に便利

どもの成長や子
いる

ちの縦横を国道
ブできる

育て情報の発信

網掛けは上位５

もの有無（子

子で遊ぶ場所

5％）」が特

子どもがい

求める傾向が

図表 2

然が多く、利便性
ある

で、通勤や買い物

レジャー施設が

も少ないため、災

の中に見られ、緑

子で遊ぶ場所に

て整備された街
調和している

もを連れて歩く

に近く、国内外の

子育てを地域ぐる

道が貫き、車で気

信が多く、イベン

５項目

子どもの属

所に困らない

に多くなっ

いる家庭ほど

が強まってい

 住む場所を2 

2

性に対して

物・遊びに

が多く近接し

災害に強い

緑も豊か

困らない

街並みに、桜

のにも安心

の出張・旅

るみで支え

気軽にドラ

ントも充実

28 

性）別にみ

い（39.0％）

ています。

ど、都心・東

います。 

を決める際に重

小
計

2100 969

63.1 56.2

47.0 37.9

44.6 38.4

38.9 37.6

17.5 15.9

16.9 26.8

16.0 15.3

15.7 23.0

12.1 9.3

11.0 19.4

9.7 6.7

7.6 13.5

全
体

ると、「未就

」、「歩道が

 
東京とのアク

重視する住環境

未
就
学
児

小
学
生

367 408

49.9 55.9

30.0 38.2

34.9 38.2

34.9 35.8

15.3 17.4

39.0 28.4

13.9 15.4

30.5 23.0

7.6 6.4

22.6 21.1

3.0 5.6

18.5 14.5

いる

就学児」がい

が広く、子ど

クセス性等よ

境③ 

中
学
生

高
校
生

8 224 19

9 57.1 66

2 42.4 47

2 39.3 41

8 39.7 44

4 13.8 13

4 18.8 18

4 17.0 13

0 20.5 16

4 11.6 7

17.9 15

6 9.4 7

5 12.5 8

子ども

る（MA)

いる場合には

どもを連れて

よりも、子育

（単位：％

社
会
人
・

そ
の
他

93 143 1

6.8 60.1 6

7.7 46.9 5

.5 39.2 4

4.6 38.5 4

3.5 20.3 1

8.7 16.1

3.0 14.7 1

6.6 15.4

7.3 18.2 1

5.0 13.3

7.3 9.8 1

8.3 7.7

いな

は「公

て歩く

育て関

％）

131

69.1

54.8

49.9

40.0

18.8

8.4

16.5

9.5

14.5

3.8

12.2

2.6

ない



 

３ . 情

（１

市

も多

てい

一

歳（4
が、そ

シ

方法

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公共施

議会だ

白井市

なし坊

しろい

地域の

白井市

家族・

広報し

回答数

その他

普段は

ケーブ

広報し

情報発信

１）本市の

民が本市の

く、次いで

ます。 
方で、「普段

44.7％）」や

それぞれ３割

ティプロモ

を工夫し、

施設の掲示板

だより

市役所

坊Twitter

いメール配信サー

の新聞やミニコミ

市ホームページ

友人・知人

しろい

数

他

は目にしない

ブルテレビ

しろい以外の市の

・ＳＮＳ

の情報を得

の情報を得る

ほとんどの

段は目にしな

や「20 歳代

割を超え、市

ーションの

本市への関

図

男

ービス

ミ誌

ジ

の発行物

の活用状

得る手段

る手段をみる

の属性で「家

ない」は、性

（33.1％）」、

市の情報が届

の対象には、

関心を高める

 本市の表 23 

男性 女性

374 60

40.9 60.

31.6 32.

20.9 24.

15.2 22.

5.3 8.

8.0 5.

3.7 6.

4.0 6.

5.6 4.

3.2 3.

1.3 1.

32.6 18.

3.2 4.

性別

29 

状況につい

 

ると、「15～
家族・友人・

性別には「男

、小学生以下

届いていない

市民も含ま

ることが必要

の情報を得る手

15～19歳 2

01 215

.2 17.7

.1 30.2

.3 8.8

.3 6.5

.7 0.9

.2 1.4

.2 1.9

.0 14.4

.5 3.3

.8 1.4

.8 1.9

.5 44.7

.0 3.3

いて  

～19 歳」を

知人」、「白

男性（32.6％
下の子の有無

い、または関

まれるため、

要です。 

手段（市民）

20歳代 30歳代

130 2

40.0 62

35.4 38

16.2 26

17.7 22

3.1 10

4.6 6

5.4 5

5.4 3

5.4 5

4.6 4

0.8 1

33.1 17

3.8 4

年齢

除いて「広

白井市ホーム

％）」、年齢別

無では「いな

関心が低い状

こうした層

代 40歳代

65 358

2.6 70.7

8.9 26.8

6.8 31.6

2.3 26.0

0.2 10.9

6.4 8.9

5.7 7.0

3.0 1.4

5.3 5.6

4.5 3.9

1.9 1.7

7.0 14.0

4.9 3.1

広報しろい」

ムページ」と

別には「15
ない（30.2
状況にありま

層へのアプロ

（単位：

いる いな

455

64.0 4

32.7 3

27.0 1

19.6 1

11.6

6.4

6.4

3.5

2.9

3.5

1.5

16.7 3

3.7

小学生以下の

が最

と続い

5～19
％）」

ます。 
ローチ

：％）

ない

503

43.5

31.8

19.7

19.9

3.6

6.0

4.2

6.8

6.8

3.8

1.8

30.2

3.8

の子



 

（２

SN
「

す。 
ま

「40
今

状況

が重

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他

利用し

Instag

Faceb

Twitt

Youtu

LINE

回答数

回答数

LINE

Youtu

Faceb

Twitte

Instag

その他

利用し

２）ＳＮＳ

NS の利用状

LINE」は 4

た、「Twitte
0 歳代」は 1
後は、ＳＮ

の差異を踏

要と考えら

お、市外居

他

していない・わ

gram

book

er

ube

数

数

ube

book

er

gram

他

していない・わか

Ｓの利用状

状況について

40 歳代は 6

er」は「15
15.1％と、

Ｓ等による

踏まえ、複数の

れます。 

図表

居住者の SNS
図表 25

からない

からない

状況  

てみると、年

63.3％です

5～19 歳」が

若年層の利

情報発信の

のチャネル

 SNS 等の表 24 

S 等の利用状

 SNS 等の利用5 

男性 女性

388 6

73.7 7

52.6 4

38.7 3

30.2 2

14.2 1

16.5 1

2.1

性別

男性 女性

497

47.3 6

35.4 3

29.2 3

29.6 3

6.4 1

0.6

31.2 2

性別

30 

年齢別の差異

が、他の年

が 74.6％で

利用がかなり

の活用が検討

を用いて幅

の利用状況・属

状況におい

用状況・属性別

性 15～19歳

622 228

78.9 86.8

42.9 67.1

30.4 74.6

27.3 20.2

18.5 27.6

14.6 7.5

3.4 1.8

性 15～19歳

503 67

66.6 76.1

30.4 67.2

33.6 28.4

30.6 64.2

15.1 23.9

0.8 0.0

21.9 11.9

異が目立って

年齢層では更

であるのに対

り多くなって

討されますが

幅広い世代が

属性別【市民】

ても、概ね

別【市外居住者

歳 20歳代 3

8 132

8 89.4

56.1

6 48.5

2 43.9

6 24.2

5 3.8

8 8.3

年齢

20歳代 3

7 243

1 70.4

2 41.6

4 44.4

2 49.4

9 18.9

0 0.8

9 14.4

年齢

ています。 
更に高く、８

対し、「30 歳

ています。 
が、このよう

が受け取れる

 

傾向は一致

者】 

30歳代 40歳

272 3

82.7 6

42.6 3

17.6 1

35.7 2

14.7

10.7 2

2.9

齢

30歳代 40歳

332 3

59.3 4

32.2 2

29.5 2

23.2 1

8.4

0.3

23.8 3

齢

８割を超えて

歳代」は 17

うな世代間の

るようにする

致しています

（

代 いる

371 466

3.3 76.6

4.2 45.3

5.1 24.7

2.9 29.4

9.2 13.7

6.7 15.7

1.6 1.7

小学生以

代 いる

358 361

42.2 61.8

21.2 23.8

24.9 27.4

7.0 17.7

5.0 6.6

1.1 0.6

39.9 28.0

子ども

ていま

.6％、

の利用

ること

す。 

（単位：％）

いない

527

77.6

48.4

41.9

27.7

19.9

14.6

4.0

以下の子

（単位：％）

いない

639

54.3

38.0

4 33.6

37.1

13.1

0.8

0 25.7

もの有無



 

（３

 市

食べ

ると

特

たい

情報

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回答数

その他

ＳＮＳを

ＳＮＳ上

驚いた

面白い

珍しい

季節を

きれい

美味し

３）ＳＮＳ

民が SNS 等

物」が最も

ころ（もの

に、「20 歳

という回答

について、

数

他

を利用していない

上のイベント時(フ

たところ（もの）

い・笑えると感じた

い・貴重と感じたと

を感じるところ(もの

い・美しいと感じた

しそう･美味しかっ

Ｓで発信

等で発信した

多く、次い

）」となって

代」・「30 歳

答が７割を超

市民による

図表

い・わからない

フォトコンテストなど

たところ（もの）

ところ（もの）

の)

たところ（もの）

った食べ物

したい情

たいもの・こ

いで「きれい

ています。

歳代」は、「

超えており、

る情報の拡散

 SNS 等で表 26 

男性

378

52.9

43.4

34.1

32.8

23.0

13.0

5.0

14.3

2.4

性別

ど）

31 

報  

ことについて

い・美しいと

美味しそう

市内の食材

散効果が期待

で発信したいも

女性 15～1

616

64.3 4

47.4 4

39.8 2

34.3 2

28.2 3

9.9 1

4.2

12.5 1

2.8

別

てみると、「

と感じたとこ

・美味しか

材・食品・グ

待されます。

もの・属性別

19歳 20歳代

225 132

43.6 70.5

40.9 56.8

28.4 43.9

27.6 40.2

30.7 31.8

11.1 13.6

5.3 4.5

11.1 8.3

2.2 3.8

年

「美味しそう

ころ（もの）

かった食べ物

グルメ等と関

 

30歳代 40歳

268

73.1

48.9

38.1

37.7

28.7

11.2

3.4

9.3

4.1

年齢

う・美味しか

）」、「季節を

物」ならば発

関連させた本

歳代 いる

364 459

57.1 63.0

43.1 43.8

40.4 39.4

32.1 34.2

20.1 25.7

9.9 11.8

4.9 4.1

19.0 12.0

1.4 3.3

小学生

かった

を感じ

発信し

本市の

（単位：％）

いない

9 518

0 58.3

8 48.3

4 36.1

2 34.0

7 27.2

8 10.6

1 4.8

0 13.9

3 2.1

生以下の子
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